
平成３０年１２月１日（第６回関西連合同窓会）

熊本大学の復興とその後



平成28年（２０１６年）熊本地震の記録集の発行

地震直後の混乱の対応、その

後の復旧と復興に向けた１年間
のありのままの取り組み等を記
録し、今後の予測不能な災害に
今回の経験を生かすため本学の
取組を記録集として発行。
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平成28年（２０１６年）熊本地震の発生と県内の被災状況

熊本地震の前震と本震

〇我が国の観測史上、例のない震度７の連続発生

県内の被害状況※

【人的被害】 死者 270人 ※熊本地震との関連が認められたものを含む

重軽傷者 2,733人
【住宅被害】 全壊 8,658棟

半壊 34,492棟
一部損壊 154,157棟

【避難者数等】避難所 0ヵ所・0市町村

避難者数 0人 ※最大855ヵ所、避難者数183,882人（4/17 9:00）

※阿蘇地域の交通網の遮断（橋桁やトンネル、道路の崩落）や貴重な観光資源（熊本城や阿蘇神社、
水前寺成趣園など）にも大きなダメージ

※2018/10/12及び2018/10/22 熊本県危機管理防災課発表

【前震】

4/14（木）21：26

最大震度７

マグニチュード6.5

【本震】

4/16（土）1：25

最大震度７

マグニチュード7.3

※4/14及び4/16「推計震度分布図」：気象庁HPより

※余震を含めると4,472回の地震が発生（2018/2/28 気象庁発表）

※熊本市中央区 震度５強 ※熊本市中央区 震度６強
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熊本地震発生時の熊本大学の概要

キャンパス

熊本市

黒髪 （文学部、教育学部、法学部、理学部、工学部、社会文化科学研究科、法曹養成研究科、
自然科学研究科、国際先端科学技術研究機構、本部、特別支援学校 等）

本荘 （医学部（医学科）、医学教育部、附属病院、国際先端医学研究機構、発生医学研究所、
エイズ学研究センター、生命資源研究・支援センター 等）

九品寺（医学部（保健学科）、保健学教育部 等）

大江 （薬学部、薬学教育部）

京町 （附属小学校、附属中学校 等）

城東 （附属幼稚園）

その他

益城 （地域共同ラボラトリー）

合津 （合津マリンステーション）

学生数※ 10,448人（日本人学生：9,952人、留学生：496人） 附属学校：1,340人

教職員数※ 5,814人（非常勤等含む）

※学生数及び教職員数については平成28年５月１日現在

黒髪キャンパス 本荘キャンパス
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本学の被災状況（概要）

本学の被害状況

【人的被害】死者 ０人（4/27に全学生、4/22に全教職員確認終了）

重傷者 １人（学生）

軽傷者 107人（学生96人（うち留学生11人）、教職員11人）

【設備関係】設備の被害復旧経費 約84億円

【施設関係】立入禁止建物 ５棟（国指定重要文化財３棟（五高記念館、化学実験場、

工学部研究資料館）、工学部１号館、外来臨床研究棟）

被害額（概算） 約110億円

熊本大学災害対策本部の設置

〇4/14（木）前震（21：26）直後、財務・施設担当理事を中心に参集可能な職員が
大学の被害等を確認（23：10文部科学省へ第一報）

〇4/15（金）学長を本部長とする「災害対策本部」を設置
被害に関する情報収集及び初期対応等を開始（5/9まで毎日開催）

○5月の連休明けから週2回、6月からは週1回、9月からは月1回の開催
○平成29年4月17日の第41回の会議をもって解散とし、関連会議にて対応
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授業再開

被災後から授業再開まで

〇 5/ 9 （月） 授業再開（履修登録期限を4/21から5/13に延期）

授業再開（Ｅ棟教室 ５月１１日） 賑わいが戻ったランチタイム
（大学生協 ５月１２日）

〇被災による教育への影響を最小限にとどめるため、速やかな復旧作業に着手

震災直後 復旧後
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○前震発生直後から、一時避難所として、黒髪北キャンパス体育館及び
グラウンド、大江体育館（薬学部）を開放

○本震後、黒髪北キャンパス全学教育棟、本荘体育館、附属小学校体育
館及び附属中学校教室を追加開放

○最大で約2,800人の学生や地域住民を受け入れ

地域復興に熊本大学ができること

震災直後の避難者の受入れ

○学生がボランティアに参画して、職員と共同で避難所を運営
○留学生がボランティアに参画して、外国語による対応も実施

※  熊本市の避難所集約化の方針により、５月８日（日）までに全ての学内避難所を閉鎖。

学生ボランティアによる支援
（黒髪体育館）

本学職員による被災者支援
（黒髪体育館）

外国人留学生がボランティアとして支援
（黒髪体育館）

4月16日 本震直後 被災者が避難
（武夫原運動場）

運動を取り入れ被災者の身体を
リフレッシュ（黒髪体育館）
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被災学生への経済的支援

平成28年度 前期分 人数 417名 金額 62,257,990円 前期・後期 計
87,440,740円

平成28・29・30年度計
237,131,515円

後期分 人数 123名 金額 25,182,750円

平成29年度 前期分 人数 199名 金額 46,748,700円 前期・後期 計
93,765,150円後期分 人数 204名 金額 47,016,450円

平成30年度 前期分 人数 113名 金額 28,331,925円 前期・後期 計
55,925,625円

後期分 人数 113名 金額 27,593,700円

平成28年度 平成29年度

支援金 （一時給付金 10万円、返還不要） 164名 0名

緊急採用奨学金 （第一種・無利子、貸与型、年度更新） 6名 1名

応急採用奨学金 （第二種・有利子、貸与型、修業年限まで） 6名 0名

一次募集 二次募集 計 金額 総額

平成28年度 緊急支援一時金（H28のみ） （一時金10万円、返還不要） 82名 81名 163名 16,230,000円 93,426,000円

緊急支援奨学金 （月額10万円、返還不要） 62名 3名 65名 77,196,000円

平成29年度 緊急支援奨学金 （月額10万円、返還不要） 延長 25名 30,000,000円 49,200,000円

平成29年度入学者 16名 19,200,000円

（一時給付金：返還不要） 給付者数：39名 2,849,900円

【授業料免除】

【入学料免除】

【奨学金】日本学生支援機構（JASSO）
（平成29年度まで）

熊大復興の意気や溢るる奨学金（平成29年度まで）

熊本地震により卒業・修了時期に影響等のあった学生に対する支援金

（※平成29年度：給付者6名、支援金156,000円）
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平成29年度 人数 89名 金額 20,586,000円 平成29・30年度計
32,770,400円

平成30年度 人数 44名 金額 12,184,400円



主要大型研究設備等に大きな被害。その他設備も転倒や落下による被害多数。
平成28年度中に修理可能な設備は修理、修理不可の設備は購入。

設備に関する被害・復旧状況

セルアナライザー本体が作業台から落ちて床
置部分のタンク類の上に落下（修理不能）

壊れたセルアナライザーの後継機種を
購入し、耐震固定

デスクトップ型次世代シーケンサー
とそのサーバーが実験台から落下

質量分析計が床に落下
（修理不能）

次世代シーケンサーとサーバーを修理し、実
験台に固定

質量分析計を購入し、作業台に固定

※セルアナライザーとは、細胞の分析をする実験装置。
次世代シーケンサーとは、遺伝子の塩基配列を高速に読み出せる装置
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施設に関する被害・復旧状況①

黒髪キャンパス

【工学部１号館】
撤去物の搬出・重機での取り壊し工事が完了し、新築工事開始

一号館北東側から（2017/10)

重機での取り壊し工事（2017/9）内部の撤去物の搬出（2017/7）

内部調査解体中（2018/9)

仮設補強用の土台設置（2017/9）

躯体工事中（2018/9) 9

【工学部研究資料館】
１号館工事の振動で損傷が拡大すれば倒壊の恐れもあるため、
応急対応で補強を行い、平成30年度から本格的な復旧工事開始



施設に関する被害・復旧状況②

黒髪キャンパス

【五高記念館、化学実験場】
平成30年度から本格的な復旧工事を開始し、平成33年度完了予定

化学実験場の素屋根鉄骨工
事・外部足場工事（2018/9)

五高記念館の素屋根鉄骨工事
完了（2018/9)

漆喰壁及び木部（天井板・腰板）解体
（2018/9)

五高記念館煙突の倒壊 五高記念館北側壁の亀裂 五高記念館の廊下の漆喰が崩落

五高裏・仮設補強工事着手（2017/11)
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【本荘キャンパス】
各建物にひび割れや外壁タイル等の落下、水漏れなど多数の被害。

特に、本荘中キャンパスの施設は建物外壁タイルの崩落、地盤の沈下やひび割れなど甚大な被害。
旧外来臨床研究棟（東側）は、柱、壁のせん断ひび割れなど建物構造部に大きな被害が発生。
平成30年10月に取り壊し及び整地が完了した。

施設に関する被害・復旧状況③

建物内部の亀裂 建物外壁タイルの崩落 復旧工事中の建物

旧外来臨床研究棟は取り壊し及び整地が完了（2018/10）旧外来臨床研究棟の柱 旧外来臨床研究棟の壁
11

復旧工事が完了した建物



【大江キャンパス】
各建物の内外部にひび割れなど多数の被害が発生。外構のブロック塀や石垣等の破損、

南地区の宿舎にもひび割れ等の被害。（平成29年度中に完了）

【京町キャンパス】
各建物の内外部にひび割れや天井ボード落下など多数の被害。附属小学校管理棟は柱等のひび割

れなど建物構造部に大きな被害。（附属小学校管理棟は、平成30年6月に建替が完了）

施設に関する被害・復旧状況④

柱のひび割れ 附属小学校廊下の天井崩落
復旧後の教室の天井 復旧工事が完了した附属

小学校の管理棟

外壁の剥がれ 外壁の亀裂 復旧工事が完了した建物



【城東町キャンパス】
各建物の内外部にひび割れなどの被害が発生。塀の破損や傾きなどの被害。（平成29年度中に完了）

【宇留毛キャンパス】
各建物の内外部にひび割れや水漏れなどの被害。擁壁等に法面ひび割れや地割れが発生

したため、近隣の国際交流会館・職員宿舎の入居者を退去。（平成28年度中に完了）

【その他キャンパス】（渡鹿、益城、渡鹿２、東町）
各建物の内外部にひび割れや塀の倒壊などの被害。（平成29年度中に完了）

施設に関する被害・復旧状況⑤

塀の破損 復旧の塀

地割れ 擁壁法面のひび割れ 復旧後の擁壁
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熊本復興支援プロジェクトの取り組み状況①

○震災復興デザインプロジェクト

・オープンラボ
平成28年10月22日より毎週土曜日の14:00~17:00に
オープンラボを行うことを決め，平成30年4月現在に
至るまで定期的に活動を行い約60回開催。

・イベント
これまでイベントを約30回程開催。
多くの住民参加につなげることができた。

・ましきラボ1周年＆復興写真展
ましきラボの開所1周年を記念して，講演会・座談会
を開催。
益城町情報交流センター ミナテラスにて復興写真展
を開催。

・神戸視察
ラボ関係者のみならず木山まちづくり協議会，役場
職員の 方々と2日間に渡り，神戸の阪神・淡路
大震災からの復興の姿を見学。

・27mの県道の姿をみんなで考えるオープンラボ
益城町の県道四車線化についてみんなで考える
イベントを開催。約60名の町民の方々が参加。

オープンラ
ボの様子

出張イベント

27m県道の姿を考えるオープンラボ会場の様子 14



○熊本城等被災文化財の復旧・活用支援プロジェクト

・ 凸版印刷との共同で、Ａ－ＳＴＥＰステージⅡ（シーズ育成タイプ）に採択。
課題名
「三次元画像認識・計測技術による熊本城の石垣復旧支援技術の開発」

・ 第２回熊本大学 熊本城復興シンポジウム（平成29年7月2日開催）
「石垣復旧と石工のあり方 編」

・ 文化財レスキュー関係
・レスキュー実施報告
・全国史料ネット全国大会報告
・平成２９年度文化財レスキュー市民サポーター養成講座
・講演会（29年3月・30年度）

「大慈禅寺と本妙寺 被災寺院の知られざる歴史と現在」（2017.3）
「阿蘇神社被災神社の歴史発見」（2017.9）
「応天門の変と急性期肥後地震」（2017.12）

熊本復興支援プロジェクトの取り組み状況②
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○熊本城等被災文化財の復旧・活用支援プロジェクト
三次元画像認識・計測技術による熊本城の石垣
復旧支援技術の開発

第２回熊本大学熊本城復興シンポジウム

大
慈
禅
寺
と
本
妙
寺

被
災
寺
院
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
と
現
在

熊本復興支援プロジェクトの取り組み状況③
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○産業復興プロジェクト

復興に関する課題を共有、幅広い分野
で相互協力し震災からの復興

復興支援の加速化
熊大と東大先端研究、熊本県

平成２９年４月１０日 平成２９年４月１２日

熊大と益城町
支援･交流活動の活発化

創造的復興、「災害に強く誇れる資産
を次代につなぎ夢にあふれる新たな熊
本の想像

地元企業との産学連携
熊大とあつまるホールディングス（山鹿シルク）

平成２９年５月９日

地元優良企業をさらに応援し、新産業
創生及び雇用創出等に関与し地域貢献
を推進

研究開発や研究教育活動を連携・協力
実施し、熊本地方の早期復興

平成２９年７月２１日

熊大とJST 、熊本地方COC+ 推進協議会

地方創生と連携した復興支援

地域産業の振興、人材育成及び安心安全
な地域づくり等、連携を包括的に展開

平成２９年９月２２日

熊大と荒尾市
地域産業の復興支援 地方創生に関する課題解決

熊大と阿蘇地域振興デザインセンター

平成２９年１２月１８日

地方創生に関する課題を共有、幅広い
分野で相互協力し、阿蘇地域社会の発
展及び人材の育成

～ 熊本復興へ向けた仕組み作り ～

新たな連携協定による復興支援

熊本復興支援プロジェクトの取り組み状況④
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○復興ボランティア活動支援プロジェクト

・学生ボランティア登録数 ２１３名
・ボランティア参加（延べ人数） １３１９名
・新規ボランティア団体立ち上げ ２団体

（平成30年11月22日現在）

【活動概要】
・避難所運営、仮設住宅への引っ越し支援
・ボランティアセンター運営のお手伝い
・避難所の子供たちへの教育支援
・ピアノコンサートや演劇によるボランティア演奏
・被災した小学校での運動支援及び学習支援
・地区交流会の支援
・仮設住宅でのサロン活動
・記録・記憶を残すお手伝い、情報誌のお届け
・仮設住宅における住宅環境整備の啓発資料の

作成及び配布
・風評被害にあった県内観光地の情報発信
・学生交流会の開催 など

菊
池
市
で
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

藤
山
仮
設
住
宅
で
の
サ
ロ
ン
活
動

（
熊
本
市
）

熊本復興支援プロジェクトの取り組み状況⑤
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活動発展の具体例：
「復興ボランティア」から発展した「地方創生」の新しい形①

熊本地震後、風評被害にあった観
光地を取材、情報発信で支援

観光地の復興支援

県内の高校とコラボ事業

高校生や地域の方と地域の隠れた
／埋もれた魅力を発信

活動の発展

熊大移動大学
「みらいずむ」

○復興ボランティア活動支援プロジェクト

熊本復興支援プロジェクトの取り組み状況⑥
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大学生 高校生
IT関係、観光業、マスコミ、起業など
将来目指す分野のスキルアップ

• 地元の魅力の発見、再確認
• ITを活用した、地元での起業の可能性

平成29年度は、牛深高校（普通総合科1年生51名）、八代高校（希望者2年生6名）、芦北高校（林
業科1年生40名、農業科1年生35名）、球磨中央高校（地域未来探求科1年生24名）が参加した。
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活動発展の具体例：
「復興ボランティア」から発展した「地方創生」の新しい形②

○復興ボランティア活動支援プロジェクト

熊本復興支援プロジェクトの取り組み状況⑦

20

・阿蘇市手野地区での地域活性化
・観光地情報発信

南
阿
蘇
で
の
床
下
の
泥
か
き

被
災
田
畑
で
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
植
え
付
け

（
阿
蘇
市
）

阿蘇地域での震災復興支援活動は、（財）阿蘇地域振興デザインセンターや阿蘇市との共同による山間地域の活性化事業、
阿蘇地域の観光スポットを巡るのに役立つ情報の収集やその情報発信などへと変化してきた。

活動の発展
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